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　　　　　　　　　　　　　　　　　1.父●徳広伊太郎
　父伊太郎は明治14年８月８日，農業のかたわら馬喰を渡世とする徳広伊作.その妻安以（あい）
の長男として高知県幡多郡田ノロ村大字下田ノロ133番地（現，幡多郡大方町大字下田ノロ133番
地）に生まれた．
　明治33年４月16日，高知県師範学校（簡易科）に入学し，35年７月に伺科を修了した．卒業成績
は修了生34名中22番である．この３年前，すなわち32年９月，秋田竹治の長女繁世と結婚．同年11
月28日に長男至孝が生まれたが２日後に死亡．妻繁世も難産のため翌33年１月13日に亡くなった(1)
数え年18歳である．
　伊太郎は師範学校を卒業した翌月に後添いを迎える．野並勇太郎の三女春枝で明治19年生まれの
15歳であった．師範学校卒業と同時に同年８月31日，幡多郡宿毛尋常高等小学校（現，宿毛市立宿
毛小学校）の教員となり37年４月８日まで勤務．その後「郡下の任地に配属されたか，実家より遠
いところばかりで，近い便利なところは一つもなかった．それに嫌や気かさしたらしく，七年の義
務年限を勤めると，さっさと（2）」退職して村の収入役となる．
　この時期とほぼ相前後する大正の初め頃，造り酒屋を開業，「宝」という酒を醸造した．後「領
瀬川」「鶴井」という銘柄の酒も販売する．第二次大戦中は，村内にある５・６軒の酒屋か統制合
同して幡東酒造株式会社を結成し，伊太郎は社長となった．
　大正４年11月，田ノロ村第７代の村長に就任し，昭和８年６月まで18年間４期半在職したが，
　「県会議員の選挙の時，違反を密告されて」（「はあやん」）辞任した．伊太郎の淡白な気性が，一
事に執着しない行動をとらせている．
　昭和18年隣接村落の七郷村・入野村７田ノロ村か合併して大方町を編成した際，町会議員に当選
し22年４月まで４年間の任期をつとめた．
　伊太郎は短気であった．「間に合ひ言葉の気に入らぬ」瘤癖な気性の持主であった．それか原因
で妻や二男を激怒し，はてには劇烈な争いをすることも再三あった．伊太郎は愛禽家であったか，
おとなしい鳥は見向きもせずにモズの食ってかかるような猛々しさを愛したという．他面，呑気で’
物に拘泥しないおおらかな性格を持ち合わせていた．小学校の教員をしていた時分，毎朝遅刻する
ので「今度の先生は呑気だねや」と生徒が喜んだこともある(3)また，村長時代に自転車で登庁す
る伊太郎の姿を見かけて，「村長さんか行くけんお昼のお茶を沸せ」と村の人達か言ったというエ
ピソードか残っている．
　道楽の多い人であった．－モズ飼い，魚釣り，兎狩り，築山，酒，将棋．また，若い頃の伊太
郎は俳句や「物はづけ」が上手であった．号を袖月といったか，これは部落の東端に位置する入野
　２　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第27巻　人文科学
の浜でとれる小袖貝にちなんだもの．俳句ｲ中間には浜口杜元，秋田牛山，徳広鳥廼舎，阿部松月ら
がいた．めいめい持ち寄った句を書き連ねて巻物をこしらえ，隣村の宗匠に選をしてもらった．次
にあげたのは「炎天」という題で天位に入賞した伊太郎の句である．
　　　浮雲の浮ぶ瀬もなき雲の峰
　　「勁かぬものは」という題詠で「神代からなる日の本の礎」という句を作り天位に入賞したこと
もある．この句について「地か人かをもらったのは『突いても引いても大関の足元』といふのだっ
た．　この方は庶民的であり，父のは少し四角四面のおもむきがする'･"Jと暁は評している．
　伊太郎の師範学校在籍時の成績をみると理数科目でよい点をとっている．第２学年第２学期の成
績は次の通りである．　　　　　　　　　　　　　，
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　暁は「父の成績表」という随想でこう語っている．「父は理数に長けてゐたので，幾何物理，化
学の成績はいい．また，父は音痴であったから音楽は悪い．父は字か上手だったので習字はいい．
その他悪いのは教育である.」｀優秀な生徒ではなかったかもしれないか読書家であったようだ．国
漢関係の蔵書中に，文章軌範，小学，土佐日記，太平記などとともに，20数巻の十八史略が入って
いる．暁は「機部屋三昧」で父の読書にふれてこう語っている．「夏休みになると，彼（暁一筆者
注）はそれを引っ張り出した．黄色い表紙の和綴本だった．．めくってみると，ところどころ赤い紙
片で附籤がつけてあった．それを見ると，若い父の勉学の跡が自に浮んで懐しかった」
　暁は父伊太郎の「数限りない道楽」の中から「ごく少ない道楽」を受けついだ．酒，将棋，俳句
である．酒は中学生の頃から飲みはじめ，将棋は小学校の時分に習った．俳句は小学３・４年の頃
作った．伊太郎は新奇なものに飛びつく方であったが，暁はむしろその逆で慎重である．容貌にし
ても「父は面長で，八の字髭をはやし，そして立体的な顔立ち」であったのにくらべ，「私は鼻が
低く，背も低く平面的な円顔」であるC5)_家族には我意を通した伊太郎も長男の巌城に対しては温
情で接した．
　伊太郎は晩年，白内障を患って目が見えなくなり，脳溢血で病床についていたが，昭和38年６月
６日午後２時没した.84歳であった．
　墓碑の左側面に父を偲ぶ次の碑文か刻まれている．
　　　父イタロウは，海や松原や，川口や，田圃の見える，見晴しのいい小さな岡の上に眠って
　　　いる●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小説「父イタロウ」より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上林　暁‘
　　〔注〕
　１　徳広繁世と至孝に関する記述は戸籍謄本によった．この点について上林は，小説「ちちははの記」の中で
　　次のように書いている．「祖母の手一つで育ったひとりの息子の父は，その前，十八のとき，十七のひとと
　　結婚したのであったが，そのひともまだ無邪気な小娘だったと見え，婚娠中庭の木に學ぢ登ってあまり沢山
　　柿の実を食べたので，難産をして死んでしまった．子供もそのあとを追ったので，母は十五で後添ひに来た
　　のであった」．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　２　「ちちははの記」・「ぱあやん」参照．
　３　「父イタロ’ウ」．
　４　「俳句と私」．
　５　「父イタロウ」．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二
　　　　　　　　　　　上　　林　　暁　　伝　　記　　考　　　　　　（永田），　　　　　　　　３
　　　　　　　　　　　　　　　　　２．母●徳　広　春　枝
　母春枝は，野並勇太郎，加免（かめ）の三女として明治19年４月’15日に生声れた.　35年８月15
日，15歳で伊太郎の後妻として入籍している．「嫁入りして来た頃の母は，姑の祖母と二人暮し
で，父は市（高知市一筆者注）の師範学校の寄宿舎に居り，母は隣村にある組合高等小学校の専修
科へ裁縫の稽古に通」つた（「ちちははの記」）．
　夫伊太郎が宿毛尋常高等小学校に勤務中，春枝は暁を抱いて32キ口隔った郷里との間を馬車で往
復した．後年の母の苦労を考える時２年足らずではあったか，宿毛での親子水入Iらずの生活は幸せ
ではなかったかと次のようにしるしている．
　　　Ｓ町にゐた間は短かかったけれど，母にとって一番幸福な時期だったにちかひない．月給取
　　りの妻で，格別骨折りする必要はなかった．（略）手習をしながら暇をつぶしてゐたころは，
　　母として恵まれてゐたといふべきであった．（「幼い母」）
　春枝は裁縫や，機織りが器用であった．息子や娘遠の着物はもちろん，嫁入りの夜具地まで，繭
から紡ぎ，色に染めて，二畳の板の間があてがわれた機部屋で手織った．隣部落の漁師の主婦達か
らも頼まれて仕立てることもある．こうして春枝は「田畑の仕事に没頭する前には，しばらく縫物
の賃仕事をしてゐたことがあった」（「たらちね」）．
　伊太郎が教員をやめ，村役場の吏員として勤め始めた頃からであろうか．春枝はなりふりかまわ
ず，一人で百姓をせねばならなくなった．春枝は字が読めなかった．といっても，香美や祝儀など
の控え帳へ書かれた金高と部落の人の名前くらいは読み分けることができたらしい．しかし，ほと
んど文盲といってよい．読み書き，算数の教育を受ける機会を与えられないまま，15歳で妻とな
り，主婦としての過酷な労働に生涯を没頭することになったわけである．気性の激しい伊太郎と，
姑に仕え，「性来控へ白な母は，いつも静かに黙って自分の仕事をしてゐるよりほかなかったので
あろう」と暁は推測する．戦前の日本の典型的な農婦の姿が浮ぶ．暁の小心で，忍耐強い性格は母
から譲り受けた特性と考えられる．
　次に徳広家の系図を掲げておく．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ．巌城の出生
　　「明治35年10月６日　本籍で出生　父徳広伊太郎届出I　同月14日受付入籍　父徳広伊太郎・母春
枝　長男巌域（いわき）」と戸籍騰本に記載されている．伊太郎22歳，春枝17歳の時の子供であ
る．からだも神経も虚弱だった少年時代の蒲柳の質の原因について，「若すぎる母から生れたせゐ
ではないだらうか」と暁は推丘tしている．
　暁の出生地である下田ノロ村は，明治22年の町村制実施にともなって，上田ノロ村，馬荷村，御
坊畑村，橘川村，田野浦村，出口村，伊尾村と合併して田ノロ村を形成した．幡多郡の東部海岸か
ら北西の山間部を村域とする農村集落である．小学校で後輩にあたる佐野亀満氏の回顧によると，
　「明治も三十年代の私達の生れた下田ノロというところは，部落の戸数あわせて八十戸，かきせ川
を南に，家々の庭には，みかんや柿の木かあって，桑畑の中をせまい道が曲りくねっていた」(1)_
　暁の生家から10数分も東へ歩けば，白砂青松の景観を誇る入野（いりの）県立公園に出る．彼の
　「郷土物」にしばしば描かれる舞台である．次に掲げるのは，この海浜を名勝地に指定した内務省
の告示文（2’である．
　　　長さ約一里幅五町，入野の海岸に在り．松樹数十万本並木林をなし，大なるものは囲数尺高
　　さまた数間に達す．樹々幹嵯峨として横枝互に交り，恰も龍の蝸るか如く，然して翠岱天を掩
　　い惚として日を見ず．海浜は白砂一帯珠の如く海上の碧波と相映じ，一大画観を呈す．実に南
　　海九十九里沿岸中最も秀媚なる松林地なり．
　轜瀬川のそそぎこむ温暖，静好な海辺の農村という自然環境に恵まれ.また，家庭環境にも恵ま
れて育った暁であるが，前述したごとく，父は宿毛尋常高等小学校に２年間勤務した後，郡下の各
地を転々として留守がちであったため，家では祖母と母と暁の３入暮しの生活が続いた．父親が不
在で，孫を溺愛する老娑と，幼い母親だけの家族関係か，引込み思案で憶病で，神経質な暁の性格
形成に関与したであろうことは十分に察せられる．
　暁が５歳くらいの頃,母の従兄の家で棟上げの餅投げがあった.母に連れられて暁も餅を拾いに行
ったが，そこは人いきれで殺気立った雰囲気であっ.た．「私はおそれをなして，足元に転んで来た餅
さへ拾へなかった．私ら母子と知って，わざわざ目当てにして投げてくれる人があっても拾へなか
った‥‥‥‥足元に来た餅を拾はうとすると，それも横合ひから人に取られるのだった.」（「幼い母」）
　男親の目から見れば女々しく，怯儒な行勁である．少年期の暁の進むを知らず，しりへにさそう
体の性行を裏づける発言に，「私は子供の時から現在まで生傷をしたことは一遍もない「3」」がある．
あるいは，村で８歳年長の遊び仲間であった野並臣夫氏に，「幼い頃の巌城さんは余り頑丈でなか
ったが，おとなしい小がらの少年であった」との回想かある(4)
　明治3き年，日露戦争で戦死した軍人の遺骨を迎えに，母に背負われて行った時，険しい岩の道を
行列に交って歩いていると「私の目の前で，母のかんざしが，キラキラ，キラキラとゆれ」それに
気を取られて目を離せなかった記憶かある．また，母の鏡台の引出しをこっそりと開けて見て，白
粉やロ紅の匂いに母の秘密をかぎ出すような幼年期の甘えと好奇心をもっていた．次の引用文に
は，繊細で，いたみやすい神経に悩む少年の不安が描かれている･
　　　私は小さい時，夜になって，笛の音が聞えて来ると，変に淋しくなって困った．村の若い衆
　　が夜遊びに行くとき，笛を吹くのだ．明笛か銀笛であった．それが聞えて来ると，耳をふさい
　　だり，枕に突っ伏したりしたものだ．（略）それが幾晩もつづくものだから，ノイローゼのや
　　うになって，ちょっと笛の音が聞えても，笛の音らしいものが聞えても，おぢ気をふるったも
　　のである（「ぱあやん」）･
　　〔注〕
　　１　「思い出すことなど」（「上林暁全集月報４」昭和41年５月）
　　２　昭和3年2月17日，内務省告示第27号によって，名勝入野松原と指定される．なお，昭和31年１月17日，
上　　林　　暁　　伝　　記　　考　　｀　jl゛’｀　（永田）
　高知県公園条令第７号の規程により｡県立公園の指定を受ける。
３　「ぱあやん」
４　「少年時代の上林暁」（「角川版昭和文学全集９巻月報」昭和37年３月）
５
　　　　　　　　　　　　　　　　　4.下田ノロ小学校時代
　　「白雪ふかく降りつもる，八甲田山の夕まぐれ……タモギノ村を後にして……雪はますます深く
して……」という八甲田山遭難の歌が，遠い四国の片田舎では７，８年おくれてはやっていた．乃
木君，黒木君などと呼び合って戦争ごっこに興ずる上級生の姿かみかけられる下田ノロ尋常小学校
　（現，田ノロ小学校）に明治42年４月６日入学した．暁７歳の年である．自宅からは農家の散在す
る在所のせまい村道を通りぬけて県道に出て，西へ嘱瀬川に沿った往還を約1.2キロメートルの地
点に学校がある．現在は国道56号線か運動場の南を東西に走り，グランドの北側には位置も昔のま
まに木造平屋建の校舎が一棟建っている．昭和52年度現在の児童数は75名，普通学級数６の小規模
な小学校である．
　丁入学式は，全校生徒が，と言っても三部落から集った百五十人足らずだったが，それか初めて
の勇には数限りない人知こ見え，ごたごたと式場に並んで行はれたやうな気がする」（「学校」）
と書いているが, 150入は記憶ちがいと思われる．当時の下田ノロ尋常小学校は３学級の複式学級
編成であり，暁の卒業時の同期生は男女合わせて13入にすぎない．
　入学式当日，暁に深い印象をとどめたのは，次席の千谷先生がバイオリンを弾いて皆で「君が代
代」を歌ったことである．学校にはまだオルガンか備えられていなかった．入学式の翌日，怯儒な
暁の性格が登校拒否という形をとった場面を「学校」から引用す･る．
　　　なぜ学校が嫌やになったのか，勇はよく覚えてゐない．怠惰，それも半分あったらうか，学
　　校に敗れたのだと思ふ．学校へ行く勿々，彼の感じやすい心は，教師や上級生たちから来る圧
　　迫感に堪へ兼ね，又それら全体の醸し出す雰囲気に馴染むことが出来なかったのであらう．一
　　夜明けるともう学校へ行くのか切なくて，小さい胸に苦肉の策を考へ，腹が痛いと詐って，母
　　や友達を追ひ払ったのだ．しかし，さうしたあとの後味が良いはずはなく，炉端に坐った勇の
　　心は重く沈ん･でゐたやうであった．　　　　　　　　　。ｌ
　父の厳しい叱噴にあって，結局登校するのであるが，このような暁の対人恐怖症的性情や，環境
不適応性は，その後の中学校時代をへて実社会に出てからも彼を悩ましつづける原因になる．「感
じやすい」少年の心は，時として自分自身を持て余すものであるが，暁の几張面さのうらはらにあ
るユーモアを指摘する人もいる．暁の１年後輩で，小・中学校とも同じ学校に通った森岡豊氏は，
彼の性格の一面についてこう語っている‘1’.
　　　上林君は大変真面目で内気なようであり，一面ユーモリストであった．よく軽口をたたいて
　　人を笑わせたか，特に記憶にあるのは，「恵比寿売り」と呼ばれる傀儡子（くぐつし）のもの
　　まねである．恵比寿売りとは，恵比寿さまの像を操り乍ら各家を門付けて巡るのである．「×
　　×元年正月三日まだ卯の刻になるやならずや摂州西の宮にやすやす御誕生なされた云々」とや
　　るのである．学用品を包んだ風呂敷を首から吊して，その上に石ころをのせて，面白おかしく
　　まさぐるのである．幾度やっても友達はどっと笑う．
　明治44年（10歳）の年譜をみると，次のような記述かある．
　　　父が袖月（2）といふ号で俳句を作ってゐたため，見様見真似で，作句に耽る．
　また，先にあげた森岡氏の文章にも，「私共の小学校は，三学級の小さな学校で，村の五つの学
校の一つであった．三人の先生の一人が休むと，自習か合同教室か作られた．彼か四年の時，五，
六年生の発句の実習を見学したことがあった．その日学校からの帰り，我々‘下級生が集まって，何
だい，我々だって作れそうだぞ，と云って，盛んに五，七，五と指を折ってみた．その折，初めて
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作った自作を覚えているが，上林君のそれは忘れて了った．その頃が彼の俳句のはじめである.」
という回想か書かれている．暁自身も「学校の綴方以外で，私か文学的表現に悩んだ最初」が俳句
作りだとしるしている(3)しかし，この頃作ったという俳句は残っていない．推察するに，小学校
の一時期の創作衝動にすぎなかったのではないか．ちなみに，暁の俳句が『文章世界』（明治29年
～大正10年にかけて博文館から刊行された投書・文芸雑誌）の選外佳作に選ばれたのは中学２年の
時である(4)
　　　伯楽は日永を馬と昼寝かな
これか最高で，天，地，入には入賞しなかった．
　暁か列挙した父の趣味の中には絵画がみられないが，本人は一時画家を志したほどの美術愛好者
である．暁の長男は，高等学校時代美術部で活躍していたし，親属のひとりに京都の美術大学を出
て，大阪でデザイン研究所を設立している者もある．このように暁の血縁には美術－－なかでも洋
画に深い関心を持ち，同時に実際に絵をかく才能に恵まれた者がいる．
　少年時代の暁を絵画に導いていった先輩に既述の野並臣夫がいた．野並は絵か巧く，一方，『中
学世界』・『文章世界』などその頃発行されていた投書雑誌の口絵を集めては手製のアルバムを作
っていた．暁は野並の影響で，大下藤次郎，三宅克己，丸山晩霞の存在を知った．周知の通り，日
本の水彩画は明治末年から大正の初めにかけて流行したか，浅井忠，石井柏亭などと並んで上記３
人は中心的な水彩画家として活動した．なかでも三宅の若い人の間における人気は大したものであ
った．矢代幸雄はこう語る．「当時の青少年か見る雑誌は，ほとんどすべて口絵として三宅の色刷
りの水彩画を載せ，我々は皆それをお手本にして模写したものであった.」（「近代但家群」）
　暁も彼等の描く風景画に心を惹かれた結果，みずからもロ絵を集め，模写を試みている／「風景
画家への私の憧憬は，中学一年までで終った．けれども私は，それらの風景画家から，自然や風景
を見る眼を開かれたのであった」（5’という後年の言がある．少年期における水彩画家との出会い
を，作家上林暁の写実描写と短絡させる思は避けうつも，なお，上林の次の発言には興味を覚え
る．「私は小説のなかで，眼にはっきり見えるやうな描写が好きだし，自分もそれを心がけてゐ
る．水彩画の影響なのだ(8) J
　小学校時代の暁は成績優秀で６年間ずっと級長を通した.,か，体質は「十歳位までの少年時をふ
りかへってみて，でものやかぶれに悩まされた不愉快な病毒的な苦痛を忘れることが出来ない」ほ
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〔注〕
７
ど過敏で虚弱であった．しかし，６年間の出席状況は次の通
り良好である．
　大正４年３月24日，下田ノロ尋常小学校を卒業した．暁の
同期生は男子７名,.女子６名である．卒業後の進路について
学校に保存してあ芯学籍簿には「高等小学校へ入学」と記入
されている(7)　　　　　｀
　「上林君と私の交友関係」（「上林暁全集月報15」､昭和42牟８月）
本稿の「１　父・徳広伊太郎」を参照．　　　　乙　　、
　「私の小説勉強」
　「俳句と私」
ヽ「丸山晩霞遺作展」
　「私の小説勉強」
田ノロ小学校長伊与田克郎氏より筆者宛の書簡による．
(付記)小稿のために，種々ご便益を賜った浜田数義氏，大方町役場，由ノロ小学校，宿毛小学校に厚くお礼
　　申しあげます.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和53年３月17日受理)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和53年12月７日発行)
